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１．教育改善の目的・目標 

問題の所在を具体的に明らかにし、アクティブ・ラーニング等による教育方法の改善、学修成果の測定と

可視化など、教育の質的転換に向けた ICT利用による教育改善の具体的な目的・目標及び解決策を研究する

意義を明瞭にして下さい。 

（例）問題の所在   ：基礎学力の不足、自ら学び考える主体性の不足、学修意欲の不足、知識の関連付

け・思考力不足、教室外学修時間の減少など 

（例）研究の目的・目標：知識・技能の定着・活用、思考力・判断力・表現力の獲得、問題発見・課題解決

力の向上、実践力の向上、主体性･多様性･協働性の獲得、分野横断対話授業による

価値創造力等の向上、学修過程及び学修成果の可視化による成長支援、質を伴った

学修時間の増加など 

 

２．授業概要と教育改善の内容 

教育改善の目的・目標を達成するために、ICT を利用して、どのように改善しようとしたのか、改善の内

容及び方法を示して下さい。 

（１）授業概要 

ディプロマポリシー及びカリキュラムポリシーとの関係性、学修到達目標、事前・事後の学修時間数 

学修成果の評価方法、配当年次、単位数、クラス数、履修者概数など 

（２）改善内容 

改善を始めた時期と期間、改善の授業形態(双方向型授業、反転授業、ＰＢＬ、ＴＢＬ、事前・事後学

修、協働学修など)、改善研究の仕組み（ＰＤＣＡ）や改善で使用するツール、大学組織としての支援の

有無など 

 

３．教育実践による教育効果とその分析 

学びが向上した等の教育改善の効果を、データ分析などに基づいて客観的に示して下さい。（できるだけ

統計的検定結果を含めて下さい。） 

 

（客観的に改善効果を示すための観点 ） 

以下のような複数の観点から、総合的に教育効果の向上が認められること 

※ ＬＭＳデータ、ポートフォリオ等の分析、授業アンケート結果の経年変化とその分析、期末テスト等 

 の経年比較とその分析、ルーブリック評価結果の分析、第三者による外部評価の分析、国家試験等の合 

 格者数の経年比較の分析等。 

 

４．結果の考察 

 本研究の結果から、ICT の利活用によって教育改善に貢献した要因を考察し、課題や問題点及び今後の発

展性、教育の質向上への寄与等について、示して下さい。 
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